
■ 平成 19 年度 第 11 回教育研究会議議事録 

 

１．日 時 平成 20 年 2 月 12 日(火) 13 時 30 分～ 

 

２．場 所 学術交流会館特別会議室 

 

３．出席者 

南(理事長,議長) 

中西、奥野、菅野 

八尾 

安保、切畑、寺岡、田中、黒田、青山、林、石井 

辻川、小崎、上田、松川、寺迫、高見沢、今木、山口、辻 

＜オブザーバー＞ 

北條 

 
 
 
［審議事項］ 

１．中期計画の変更について 

 公立大学法人大阪府立大学の中期計画について、(1)総合リハビリテーション学研究

科(博士後期課程)の設置に伴う追加記載、(2)大学等の教員組織の整備に係る学校教育

法の一部改正に伴う記載変更を行うことが、審議の上、了承された。 

 

２．大阪府立大学大学院看護学研究科療養学習支援センター規程等の一部を改正する規

程の制定について 

 本センター規程及び本センター運営委員会規程について、(1)センター所長を看護学

研究科長の充て職とする記載変更、(2)所長を補佐する職として主任及び副主任を置く

追加記載を行うことが、異議無く了承された。 

 

［報告事項］ 

１．平成 20 年度在外研究員決定について 

 平成 20 年度の在外研究員に助教１名・講師２名を決定し、それぞれドイツ、フィン

ランド、アメリカへ派遣する。 

 



２．平成 20 年度大学入試センター試験受験結果について 

 平成 20 年 1 月 19 日・20 日に実施された平成 20 年度大学入試センター試験は、概ね

順調に進行、終了した。 

 

３．一般選抜志願者数について 

 平成 20 年度の本学一般選抜志願者が合計 10,037 名となり、昨年度の 9,144 名と比較

して 893 名増加した。工学部の志願者が大幅に増加したことが大きな理由である。 

 

４．大学院定数の改正について 

 本学大学院における定員数について、平成 21 年度より改正する。博士前期課程につ

いては、工学研究科・生命環境科学研究科・理学系研究科・看護学研究科が増員する。

また、博士後期課程については、平成 21 年度新設の総合リハビリテーション学研究科

の定員設置を除き、継続して審議を深める。 

 

５．「合同企業研究会in OPU」（2008/1/23）の開催結果について 

 平成 19 年 12 月 5 日に開催された第 1回目に引き続き、平成 20 年 1 月 23 日に第２回

「合同企業研究会in OPU」を開催、入場者数は 610 名であった。ブース形式による企業

研究や個別相談等を実施した。 

 

６．「面接ロールプレイトレーニング」（2008/1/15～17）の開催結果について 

 平成 20 年 1 月 15 日から 17 日の 3 日間、就職支援の一環として面接ロールプレイト

レーニングを開催、59 名が受講した。 

 

７．English Café （2007/9/21～）の開催結果について 

 週 2 回開催のEnglish Café(平成 19 年 9 月 21 日から)が、平成 20 年 1 月 29 日の 30

回目の開催を最後に終了。延べ 577 名が参加した。 

 

８．「産学官連携活動の実際」の発行について 

 各部門で行われてきた産学官連携のプロジェクトに携わった教員の現場レポートを

「産学官連携活動の実際」というタイトルで本にまとめ、2008 年 2 月 1日に発行した。 

 

９．教育研究支援システム利用説明会（3/13）の開催について 

 本学の教育研究への有効活用を図るため、平成 19 年 3 月に教育研究支援システムの

リプレイスを行っているが、平成 20 年度からの本格運用に向けて、利用説明会を開催

する。 
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